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はじめに
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1

4D Toolsの最大の機能は、ダメージを受けたデータベースの分析と修復の手助けをするこ
とです。4th Dimensionがキャッシュに書き込みをしている際の電源切断や、データベー
スが保存されているハードディスクが壊れた場合など、データベースがダメージを受け
る場合があります。

4D Toolsには、データベースの最適化を行うための機能もあります。

4D Toolsを使うことにより、以下のことが可能になります：

■データベースの修復（ストラクチャおよびデータ）

■ストラクチャおよびデータファイルの圧縮

■データファイルの物理的な並び替え

このマニュアルは、4D Toolsの起動方法と、上記内容の操作方法について説明します。
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2

4D Toolsを使用するには、最初にアプリケーションを起動し、4th Dimensionのデータベー
スを開く必要があります。

▼そのためには：

1 4D Toolsアプリケーションのアイコンをダブルクリックする。または、4D Toolsアプ
リケーションのアイコンを選択し、ファイルメニューから開くを選択する。
標準のファイルを開くダイアログボックスが表示され、データベースを開くことがで
きます。

2 4D Toolsを使用したいデータベースを開く。
そのデータベースにパスワードがかかっている場合は、パスワード入力ダイアログで
名前とパスワードを入力する必要があります。4D Toolsでデータベースを開くことが
できるのは、デザイナまたは管理者だけです。パスワードシステムの詳しい情報につ
いては、4Dのマニュアルを参照してください。

注：ファイルメニューの「開く...」を選択することで、いつでも他のデータベースを開く
ことが可能です。
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以下の画面が表示されます：

このダイアログボックスには３つの部分があります。上部のエリアは、オープンファ
イルについての情報を表示しています。中央のエリアは、すべてのプログラムの機能
にアクセスできるボタンが含まれています。下部のエリアは、実行された操作を説明
しています。

■「データベース」エリア

上段の部分は、ストラクチャの名前とその位置を表示します。下段はデータファイ
ルの名前と名称、および、データファイルにセグメントの設定がされている時はそ
れも表示されます。

使用スペースの欄は、実際に使われているディスク容量とファイルに割り当てられ
た容量との割合を示します。小さな割合の数字になる場合、そのファイルがフラグ
メンテーションを起こしていることになります。この場合、ファイルを圧縮するこ
とが有効です。

■「ユーザアクション」エリア

中央の部分は、4D Toolsの機能を使用するためのものです。プログラムの機能は、
ユーティリティメニューから使用することができます（4D Toolsのプロパティは、
ファイルメニューからアクセスできます）。

バージョン6.5では、「プロパティ」と「ストラクチャ検査」という新しい機能のボ
タンが加わりました。これらの機能については、次の節で説明しています。

■「分析」エリア

この部分に、4D Toolsの実行によって得られるデータベースに関しての情報を表示
します。

最初の２つの部分は、プログラムによって示される最後の操作と、4D Toolsの実行
による分析結果を表示します。３つ目の部分は、分析結果を表示します。

開いているファイルに
ついての情報

「アクション」ボタン

実行された操作の説明
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3 処理のオプションを選択する。

■「ユーティリティ」メニューから処理を選択します。

■または「ユーザアクション」エリアのボタンをクリックします。

オプションについては、この後の章で詳細を説明します。

4D Toolsのプロパティ

4D Toolsでは、データベースを開いた際、圧縮する際、チェックする際のデフォルトの動
作を設定することができます。

▼4D Toolsのプロパティを変更するには：

1 4D Toolsのメインダイアログで「プロパティ」ボタンをクリックする。
または、「ファイル」メニューから「プロパティ...」 を選択する。

4D Toolsプロパティダイアログが表示されます：

2 設定を行い、「OK 」ボタンをクリックする。

設定した内容は、4D Toolsでデータベースを開くごとに使用されます。

注：4D Toolsで可能な設定内容については、「プロパティの説明」を参照してください。



10

4D Toolsを初期設定に戻すことが可能です。

▼初期設定に戻すには：

1 4D Toolsでデータベースを開く際に、Shiftキーを押したままにする。

プロパティの説明

4D Toolsでは、以下のプロパティを設定することが可能です：

■データベースを開く時

4D Toolsを実行しデータベースを開く際に4D Toolsによって実行される操作のオプシ
ョンです。以下のオプションが利用可能です：

■ストラクチャファイルを検査

■データファイルを検査

■圧縮

デフォルト設定では、データベースが開かれた時には何の操作も実行されないように
なっています。－「デフォルト設定なし」オプション

■圧縮時

「圧縮したデータベースを同じフォルダに入れる」オプションは、圧縮されたデータフ
ァイルの保存場所を、ユーザ指定することなしに、自動的にストラクチャファイルと
同じ場所にします。この操作は、大きなストラクチャファイルを圧縮する場合に便利
です。このオプションを有効にすることで、4D Toolsはユーザに1つのダイアログのみ
提示してから圧縮を始め、その後の割り込みをすることはありません。

「保存先フォルダを指定する」 オプションがデフォルトで設定されています。ユーザ
は、圧縮されたファイルをどこに保存するかを指定する必要があります。

■検査時

このオプションでは、指定されたエラーが発生した段階で、データベースの検査を停
止させます。最大エラー数は、ストラクチャファイルとデータファイルのそれぞれに
対して適応されます。

デフォルト設定では、4D Toolsはエラーの数をチェックしません。
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3

この機能により、データベースのストラクチャファイルの障害を検査し、必要があれば
修復することができます。

▼データベースのストラクチャを検査するには：

1 4D Toolsのメインダイアログボックスで、「ストラクチャ検査...」ボタンをクリック
する。
または、
ユーティリティメニューから「ストラクチャの検査と修復...」を選択する。

すべてのオプションが含まれているダイアログが表示されます：

2 必要なオプションをチェックし、必要でないオプションのチェックをはずす。

それぞれのオプションの簡単な説明は、「検査される項目」に一覧表として掲載してい
ます。

注：4D Toolsの分析結果と実行結果を説明したテキストファイルを作成したい場合は、
操作レポートオプションを選択してください。

オプションのチェック

操作レポート作成のオプション

「アニメーション」エリア
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3 検査する項目を設定したら、実行したい操作を選択する：

■ 4D Toolsで簡単なストラクチャの検査を行い、問題があった場合に修復を試みない
場合は、「検査」ボタンをクリックしてください。

■ 4D Toolsでストラクチャを検査し、問題があった場合に修復をする場合は、「修復」
ボタンをクリックしてください。

この場合、ダイアログが表示され、修復されたストラクチャファイルが作成される
場所を指定します。オリジナルのストラクチャファイルは、そのまま残されます。
4D Toolsがストラクチャファイルの検査や修復をしている間、現在実行されている
項目が表示されます。

4D Toolsが検査や修復を終えると、メインダイアログに戻ります。「分析」 エリアで、
実行結果を参照することができます。

「操作レポート」 オプションをチェックしている場合、4D Toolsは 「検査記録」とい
う名前のテキストファイルをストラクチャと同じフォルダに作成し、実行結果の詳細
を保存します。

ストラクチャファイルの直接検査

4D Toolsのファイルを開くダイアログでストラクチャを選択した直後に検査をすることが
可能です。

この機能により、データファイルのないものや、非常にダメージを受けていて4D Tools
を受け入れない場合でも検査することが可能になります。

▼ストラクチャファイルを直接検索するには：

1 4D Toolsでストラクチャを開く際に、Ctrlキー（Windows）またはCommandキー
（MacOS）を押し続ける。

ストラクチャの検査で選択可能なオプションのダイアログが表示されます。4D Tools
はオプションが選択されたとしてストラクチャファイルの制御を行います。
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検査される項目

以下の表に4D Toolsが行う検査と修復の項目についての説明があります。

目項 査検 復修

プッマスーソリ ）ルベレーロ（査検の性全完のスーソリ

ドーワスパ ブーテドーワスパ
み込み読のル

のナイザデ、とるす生発が題問にみ込み読のルブーテドーワスパ
削はプールグとザーユの他のてべす。すまれさ復修がドーワスパ
ルブーテドーワスパ、はにスーベターデたれさ復修。すまれさ除
が前名いし新、は合場たいてれさ更変が前名のそ（ナイザデはに

。んせまれま含がドーワスパの）すまれさ元復
スパ、ばえ例（合場るいてけ受をジーメダに全完がスーベターデ

。すまれさ断中は査検、）どないながドーワ
slooTD4 場たいてれらけつがンョシプオるす録記を果結査検、は

結査検をトスリのトクェジブオたれさ除削が権スセクア、はに合
。すまし出き書にルイァフ果

トスリ るす連関にトスリ
査検のスーソリ

成作、に合場いないてし在存がトスリがるあは号番照参のトスリ
へトスリのそ、合場いなが号番照参、し在存がトスリ。すまれさ

。すまれさ成作が号番照参の
ーバーュニメ メとーバーュニメ

るす連関にーュニ
査検のスーソリ

ーバーュニメの般一、合場るいてけ受をジーメダがーバーュニメ
すまれらえ換き置に 1。

すまれさ成作、合場いなし在存がるいてれさ照参がーバーュニメ
。）空（

ュニメ、はくしも、合場いないてれさ照参し在存がーバーュニメ
除削は合場いないてれさ照参で中のーバーュニメし在存がーバー

。すまれさ
スーベターデ

ドッソメ
ソメスーベターデ
リるす連関にドッ

査検のスーソ

成作、合場いなし在存がるいてれさ照参がドッソメスーベターデ
。）空（すまれさ

わ失”、で合場いないてれさ照参し在存がドッソメスーベターデ
は合場たいてれさクッェチがンョシプオ”す探をドッソメたれ

。）照参記下（すまれさ復修
トクェジロプ

ドッソメ
ソメトクェジロプ
リるす連関にドッ

査検のスーソ

すまれさ成作、合場いなし在存がるいてれさ照参がドッソメ
。）空（

たいてれさクッェチがンョシプオ”す探をドッソメたれわ失“
すまりあが性能可るす復修をドッソメたけ受をジーメダ、は合場

。）照参記下（
ャチクピ す連関にャチクピ

検のスーソリる
クピの用使不。査

と号番のャチ DI の
。摘指

すまれさ成作、合場いなし在存がるいてれさ照参がャチクピ
。）空（

号番照参るす対にれそ、合場いないてれさ照参し在存がジーメイ
。すまれさ成作が

目項プルヘ /spiT ルヘンールバ
ソリるす連関にプ
使不。査検のスー

の用 /spiT ンールバ
と号番のプルヘ DI

。摘指の

まれさ成作、合場いなし在存がるいてれさ照参がプルヘンールバ
。）空（す

作が号番照参、合場いないてれさ照参、し在存がプルヘンールバ
。すまれさ成
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目項 査検 復修

ォフ、ルブーテ
どなムー

構のスーベターデ
査検の生全完の造
。）ルベレ理論（
ーィフ、ルブーテ
フ、ガリト、ドル
るす連関にムーォ
。査検のスーソリ

、合場な全完不が造構のドル－ィフ／ルブーテ slooTD4 作復修は
。すで能可不用使はスーベターデ。すまし止停を業

にルブーテ、合場るいてけ受をジーメダが照参ルブーテな的部内
おトクェジブオ。すまれわ失はムーォフるいてれさクンリてし対
復回てしと”ドッソメたれわ失“がけだドッソメムーォフびよ

。）照参記下（すまれさ
む含をンタボルセンャキ、合場るいてけ受をジーメダがムーォフ
がけだドッソメムーォフ。すまれさ元復てしとムーォフな的般一
トクェジブオの上ムーォフの他。すまり残てれさ付添にムーォフ
”ドッソメたれわ失“はトクェジブオのられそ。すまれわ失は

。）照参を記下（すまりあがとこるれさ復回てしと
、ていつにムーォフのれぞれそ slooTD4 オとドッソメムーォフは

たまドッソメムーォフ。すまし査検を在存のドッソメトクェジブ
そ、合場いなし在存がるいてれさ照参がドッソメトクェジブオは

。すまれさ成作はられ
ッソメたれわ失

す探をド
。すまれさ存保てしとドッソメトクェジロプ、は”ドッソメたれわ失“たれさ復回
ッソメたれわ失”、”す探をドッソメスーベターデたれわ失”、はンョシプオのこ
いてれさクッェチがンョシプオたっいと”す探をムーォフたれわ失”、”す探をド
ッソメいないてれさ照参もでトクェジブオのどの他、は際実。すで効有みの合場る
スリのこ。すでけだ後たれさ択選がンョシプオな能可がとこるす定確がトスリのド

。すまりなにトスリのドッソメたれわ失はト

.1 リとドッソメな的般一。すまいでん含をけだーュニメルイァフの準標、はとーバーュニメな的般一
。すまいでん含をけだンタボルセンャキ、はとムーォフな的般一。すまれさ成作がのもの空、はトス
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4

「検査と修復」メニューから「データの検査と修復... 」を選択するか、「検査」ボタンを
クリックすることでデータベースの分析やダメージの修復を行うことができます。この
項目を選択することで、4D Toolsは検査と修復のダイアログを表示します。ダイアログに
は3つのオプションがあります。

オプションは：

■検査のみを行った後、ログを作成する：このオプションを選択すると、4D Toolsは選
択されたデータベースにダメージがないかを分析します。「検査結果」 と呼ばれるテ
キストファイルがデータベースと同じフォルダに作成されます。このファイルには、
見つかったダメージに関しての情報が含まれています。データベースは変更されませ
ん。

■検査して、レコードまたはインデックスの破損を修復する：このオプションを選択す
ると、4D Toolsはデータベースを分析し、レコードやインデックスのダメージを修復
します。データベースの一部でも修復できないものがあった場合は、「タグによる修復」
を使うことをお勧めします。

警告：このオプションを使用する前に、データベースのバックアップを必ず取るように
してください。
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■データをタグにより複製した後、再作成する：このオプションを選択すると、4D
Toolsは、タグを使用してレコードを修復します。タグは、レコード作成時に、それぞ
れのレコードに保存されるマークです。このオプションはデータベースが非常にダメ
ージを受け、「検査して、レコードまたはインデックスの破損を修復する」 のオプシ
ョンが使用できない場合にだけ使用してください。このオプションを使用すると、
「database.temp」 という名前の新しいデータファイルが作成されます。タグによる修復
を行ったデータベースには、削除されたレコードが含まれることがあります。

警告：このオプションを使用する前に、データベースのバックアップを必ず取るように
してください。

警告：「タグによる修復」を行う前に、最低限データベースを複製するのに十分な容量
がある単体でマウントされているボリュームを準備する必要があります。



ファイルの圧縮
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4D Toolsでは、ストラクチャやデータファイルの圧縮を行うことができます。データファ
イルもストラクチャファイルも、未使用の領域（“穴”）を生み出すことがあります。デ
ータベースを作成する際に、フォームの更新や削除によってストラクチャファイルに、
この穴が作成されます。同様に、データファイルもレコードの更新や削除によって穴が
作成されます。

いずれの場合にも、情報がそれまで占めていた場所に納まらなくなった場合や削除され
た場合に穴が作成されます。4th Dimensionが穴を再利用し、何かがそこに納まったとし
ても、ストラクチャやデータを圧縮し、すべての穴を取り除きたい場合もあります。

▼ストラクチャとデータファイルの圧縮を行うには：

1 データベースの複製を作成するだけの十分な空き容量がハードディスク上にあること
確認する。

ファイルの圧縮処理は、新しいストラクチャファイルとデータファイルを作成します。

2「ユーティリティ」メニューから「圧縮」を選択するか、ツールビューアーウインド
ウにある「圧縮」ボタンをクリックする。

標準のファイル保存ダイアログが表示されます。

3 新しいデータベースの名前を入力する。

4 保存をクリックする。

4D Toolsはデータベースのコピーを作成し、それぞれのファイルの圧縮を行います。
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ソートテーブルの機能は、現在テーブルに存在する中身を永久的ににソートします。こ
の処理では、そのテーブルに属しているすべてのインデックスを再構築します。インデ
ックスの再構築中は進ちょく状況を表示します。

警告：テーブルのソートを行う前に、データベースのバックアップをとってください。
ソート中に割り込みがあった場合、データベースはダメージを受け、修復が必要になる
ことがあります。

▼テーブルをソートするには：

1「ユーティリティ」を「テーブルソート...」メニューから選択するか、「ソートテーブ
ル...」ボタンを4D Toolsウインドウから選択する。

2 ソートしたいテーブルを選択して、OKをクリックする。

4D Toolsはエディタで並び順を表示じます。4Dのユーザモードと同様に、エディタを
使用してソート順を指定します。しかし、フィールドのみソート可能で、フォーミュ
ラベースでのテーブルソートは不可能です。

3 ソートフィールドを入力する。

ソートフィールドの入力については、『4th Dimensionユーザガイド』を参照してくださ
い。

4「並べ替え」ボタンをクリックする。

4D Toolsはテーブルをソートし、テーブルのインデックスを再構築し、レコードを新
しい並び順で保存します。もしデータベースが大きければ、インデックスの再構築に
は時間がかかるでしょう。

データベースに新規に追加されたレコードは、並べ変えられた順に自動的に挿入されま
せん。永久的なソートは、通常は固定のデータを含んだテーブルに対して行うものです。

テーブルソート

テーブルソート 19
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